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2025 年６月 24 日 

国立市教育委員会 

教育長 雨宮 和人 様 

スモールアニマルレスキュー（SAR） 

 

国立市立国立第二小学校屋外うさぎ小屋新築の中止、 

及び学校飼育終了と適切な里親へ譲渡の要望書 

 

教育委員会の皆様におかれましては、日頃のご尽力に感謝申し上げます。私どもは「ス

モールアニマルレスキュー（SAR）」と申します。有志で集い、うさぎやモルモットなどの適正飼

育の普及に努めております。臆病で繊細なうさぎなどの小動物の飼育には、適切な温度管理

と細やかな観察や配慮が求められます。そこで、私どもは学校で飼育されるうさぎの飼育状

況の改善や里親の提案など、ご多忙な先生方と生徒たちのサポートをさせていただいている

ところでございます。 

表題の件につきまして下記の通り要望いたしますので、前向きなご検討とご英断を賜りま

すよう心よりお願い申し上げます。 

国立市立国立第二小学校では校舎改築にあたり、屋外のうさぎ小屋が新築されることを

国立市のホームページで確認いたしました。SAR のメンバーが今年２月に国立市教育委員

会教育指導支援課に確認しましたところ、寒さ暑さが厳しいときには、飼育している動物は室

内にいれるよう学校に指導しているとのことでした。そのような指導のもとで、うさぎ小屋が

新たに屋外に作られること、室内に飼育スペースが設けられていないことについて疑問を抱

いております。 

国立市立国立第二小学校では、現在２匹のうさぎが室内のケージで飼育されていますが、

うさぎの習性に沿わない飼育方法が見受けられます。これらは児童に誤った知識を教えるこ

とになり、情操教育にも不適切です。昨今の気候変動や教員の働き方改革も考慮すると、も

はや学校での適正飼育は難しいと考えております。 

つきましては、屋外うさぎ小屋の新築の中止、および学校での動物の飼育を終了し、適切

な里親に迎えられるよう要望いたします。私どもの要望の根拠となる点は以下の通りです。 
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【温度管理】 

うさぎの飼育において適正温度は18℃～24℃、湿度40～60％、一日の寒暖差は5℃まで

と言われており、5℃以下、25℃以上は生命に危険が及びます。特に暑さと湿気には弱い動

物です。屋外飼育では温度管理ができませんし、室内でもエアコンやヒーターなどで２４時間

の安定した温度と湿度の管理が必要です。 

→国立第二小学校では室内飼育されていますが２４時間の温度管理がされていません。 

【運動】 

少なくとも朝と晩の２回、ケージから出して２時間以上の運動が必要です。またはサークルな

どで運動場を与え、隠れて遊んだりできるトンネルなどの遊具があることが好ましいです。 

→国立第二小学校ではケージ入れたままになっており、定期的な運動の時間がありません。

児童がふれあいイベントや「うさんぽ」を行っているようですが、まずリードをつけての散歩は

うさぎの習性にはあっていません。さらに、うさぎはよく慣れた飼い主でも触られたあとは入

念に毛づくろいをして体についたにおいを落とすような繊細な生き物であることをご配慮くだ

さい。 

【屋外飼育のリスクとうさぎの高齢化】 

うさぎ小屋が新築されるのは令和８年～９年と聞いております。その頃にはうさぎたちはさら

に歳をとり老化が進んでいます。屋外では気温変化によるストレス、雨や風による体調不良、

害虫や捕食動物による脅威、騒音、精神的ストレスなど、高齢うさぎをさまざまなリスクに晒さ

すことになります。 

【休日の世話、病気】 

休日の世話は警備が行っているとのことでした。本来動物の飼育は信頼関係を築いた飼い

主が日々、責任をもって行うべきです。前日にまとめて与えているし誰かがみてくれる、それ

は教育として正しいのでしょうか。また、うさぎは自然界では天敵に弱っているところをみせな

いために、身体の不調を隠そうとします。「鳴かないから飼いやすい」と言われますが、それは

まったくの間違いで、「鳴かないから不調に気がつきにくい」のです。休日などに長く目を離し

ていては、小さな異変にいち早く気付くことができず、手遅れになってしまいます。 

【先生と生徒の負担、教育】 

動物福祉の意識の向上から、動物の飼育も従来のものから大きな見直しが求められていま

す。現状から改善しないままですと、結果、児童に誤った知識を教え、情操教育の妨げにもな

りかねません。牧草やうさぎに対して、アレルギーや呼吸器の問題を持つ児童の健康も心配

です。 

また、気候変動も動物の飼育にも大きな影響を与えています。これから暑さや湿気がますま

す厳しくなり、熱帯夜もあります。温度管理をしないままでいると、朝来てみたらうさぎが熱中

症や脱水症状で亡くなっているのを児童が見つけることにもなりかねません。さらに、災害大
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国といわれる日本において非常災害の際はどのように飼育動物を管理するのかの、前もって

取り組みが必要です。非常時に対応できずに死なせた場合、児童の心に深い傷を負わせるこ

とになります。 

うさぎ小屋が新築されると現在のうさぎが亡くなったあとに、新たなうさぎが入れられてしまう

ことにも大きな懸念を抱いております。これはうさぎだけでなく、休日の世話や長期の休みな

ども含め、先生や生徒の負担も続くこととなります。学校の予算の都合もあるかと思いますが、

命の教育として、動物の幸せや健康を予算のために後回しにしてもよいのかという疑問もあ

ります。 

【里親募集の提案】 

現状を踏まえ、国立第二小学校で飼育されているうさぎたちにとって、最善の解決策として、

里親を募ることを推奨いたします。うさぎたちがあたたかい里親に迎えられることで、うさぎに

も児童にも以下のようなメリットがあります。 

 うさぎたちは適正な環境で個別に愛情を受けられる 

 学校側の管理負担が軽減される 

 児童たちに「責任ある飼育」「命の大切さ」を伝える良い機会となる 

もし里親探しについてお手伝いできることがあれば、私どもがサポートいたします。里親に

出す場合は、適正に飼育できるかの見極めが必要です。過剰飼育や虐待を行う里親詐欺、

保険加入を求めたり、十分な審査なしで譲渡を行っている団体にはご注意ください。もしも、

今後も飼育を継続される場合は、適正な飼育方法についてご指導に伺うことも可能ですので

遠慮なくご連絡ください。 

 

つきましては、うさぎ小屋新築の中止と学校飼育の終了、そしてあたたかい里親に迎えら

れることを要望する次第でございます。生徒たちの健全な心の発育のため、そしてうさぎたち

が適切な環境で幸せに生活できるよう、ご検討いただけますようお願い申し上げます。 

 

 


